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は じめに

〉戦後 日本は高度成長 と飛躍的な技術革新 を達成 したにもかかわ らず
、今 日の経済、社

会状況は最悪 の低迷状態を呈 しています。

未来社会学者 アル ビン ・トフラー氏は彼 の著書 《未来の衝撃》,及 び 《第三 の波 》 に

おいてすでに数十年前か ら今 日の変化 と危機的状況を予測 していました。

特 に 《第三 の波 》 においては 『工業社会』か ら 『情報社会』への根本的な移行が詳 し

く述べ られて い ます。 もっ と多 くの学者、政治家、企業家達が トフラー氏 のよ うな 《

FutureVision未 来の視座 》 に立って思考 し行動 したな らば、おそ らく今 日ほどの経済

的社会的混乱 は避け られたのではないか と思われ るのです。

研究や学問の世界 において さえ もほとん どの領域 で極端なまで もの細分化が進 んでお

り、現実的な必要を迫 られて いる新領域をのぞ いては多 くの領域が これ以上前進す る こ

とのできない壁の前で空転 して いるのが現状です。
一方、先端的分野 においては、実社会か らのニーズの波は驚 くほどに高 いのです が、

それ と同時 に応用原理や方式の選択 においてめまぐる しく変化 してお り、表向きな活況

に反 して安定 した研究開発体制の姿勢 を確立 しにくい ことも事実です。

学問や研究 が細分化 され、かつ消費構造 の中の 目先だけのニーズ に応 え、流されてい

たのでは研究者のみな らず社会 にとっても何 も残 りません。

このような歴史的視点に立 って研究開発 の現状 を振 り返る ときに、全体テーマにおけ

る重要な視座 を今 まで通 りの 『ハー ドか らの発想』ではな く未来社会構想 をベース とす

る 『ソフ トか らの発想』に切 り替えていかな けれ ばな らない とい うことなのです。

先端的分野 を重視 しなが らも、細分化のみを押 し進 めるのではなく、研究領域全体 に

わたる柔軟性 を前提 としてイ ンターデ ィシプ リナ リーあるいはクロース ・デ ィスプ リナ

リな視点か ら複合領域を模索 してい くことこそが未来 の可能性 をもた らす のです。

未来社会は どのような姿 になって いるのか、 あるいは逆 にどのような姿 にすべきかが

問われて います。人類 にとっての科学技術 もその利用を誤れば、む しろ自滅へ と転落 し

かね ません。

今 日まで大 いに"生 産 の為の科学技術 壁が貢献 してきた ことそれ自体 を否定するわ けで

はあ りません。 しかし今後はそ の技術 レベル のシフ トを"生 存 の為の科学技術'、 あるい

は"環 境の為の科学技術"に 向けていくという志向性をも大切 にしなければな らな いと思

います。人類 自らの欲求 に基づいて増大 した20世 紀の大量消費社会は、21世 紀 にど

のよ うに変貌 していくので しょうか、 またマルチメディア、イ ンターネ ッ ト、光通信、

画像圧縮技術 、等 々によるメディア社会の拡大は今後 国際社会や経済 をどのように変貌

させてい く可能性が あるので しょうか。

これ らを大きな歴史の流れの中で とらえ、未来社会の姿 を予測、ないしは構想す る こと

な しに唯テクノロジーのみが独走 して も無意味な結果 にな って しまうのです。

本研究はそのよ うな懸念 をどのよ うに方向是正す るかを試案 として提案するものです。

★表紙画像上段は本シミュレーションに出てくる"国 際メディア会議場"の 外観。表紙画像下段

は茅ヶ崎市を中心とする湘南全域の俯瞰 図である。(カシミール3Dを 使用)

一98一



1.景観を損なわない地域活性化二文化戦略の原点

東京大学大学院総合文化研究科教授の松原隆一・朗氏は著書 「失われた景観」PHP研 究

所発行の中で次のように言っている。

生活圏の景観 問題

日本 にお ける景観の荒廃について考えてみたい。

とはいえ 日本の景観 が 「荒廃」 して いる と言 うだけで、 いきな り反論が返 って くるか も

しれな い。事実 として荒廃 してな どいな いではないか、 とい う反論で ある。 ごみは放置

されて いな いし、新 しい看板な ど整然 と並んでいる、駅 前の再 開発 はそれな りに進 んで

いるで はな いか、 と。けれ ども私 は、清 潔で新 しくあって も秩序 のな いことにかけて こ

れ ほど突出 している景観 を持つ国は、世 界に類 を見ない と感 じている。そ もそ もそ うし

た感覚、つ まり景観が荒廃 している とい う共通 の認識がない こと自体 について も、絶望

的な気分 にさせ られて しまう。それ故景観 に関す る考察 は、まず は私感か ら始 める しか

な い。アカデ ミックな景観論は汗牛 充棟 の感 があるが、そ の大半 は景観 についての一般

論 をなぞ るだけで、他で もない この 「私」 が 日々心曇 らせ ている具体的な景観 の荒廃 に

ついて、ほ とん ど得心のいく説明 をして くれないか らだ。

(P10)よ り引用 、都市郊外地域の景観 問題に関係する部分

まさに松原氏の指摘は切々たるものがある。

実際に戦後 の 日本 は第一 に"復 興"が あ り、工場や簡易住宅 の再建 こそ が最優先事項で

あった。今 日の ことさえ考 えるのがや っ とで、明 日の ことましてや他 人の ことな ど考 え

る余裕 のな い この復興期 に"景 観"の ことな ど考える余裕な どさ らさらないというのが

戦後 の実情 であろう。 しか し1960年 以降 の日本 は輸 出産業 の成長 に伴 い急速 に経済

力を拡大 してきた。一方では"エ コノミ ック ・アニマル"と 言われるよ うに極端 に言 う

な ら"文 化"や"伝 統"を かな ぐり捨ててまで"稼 ぐ"こ とに邁進 したのである。

大衆文化 の傾 向を分析する とそ の ことが さ らに明瞭 にな って くる。す なわ ち"文 化を送

り出す側"と"文 化 を受け取 る側"の 歴然た る分離 はそ の時代の国民の"文 化的 自律性
"の 度合 いを如実 に示 している

。 しか しいわゆる1970年 代初頭 に起 きた ヒッピー旋

風 は定立 しな い戦後社会 の低迷文化 に対す るアンチテーゼ としての投石 とはな ったが、

確 固たる展望 を持 った市 民文化 とはな り得なか った。 とはいえ さす がに高度成長期 とし

て の1980年 代 に突入す る と、様 々な形で の"個"の 主張が始 まる。様 々な領域にわ

たって"サ ブカルチ ャー"と 言 う支流が怒涛の ごとく押 し寄せて くるのである。

建築デザイ ンや環境の景観 問題 につ いて も徐々 に市民 の意識が芽生えて くるの もこの時

期で ある・ しか し同時 に大衆 の"好 奇心"や"欲 望"は すで にとどまる ことを知 らない
"五 里霧 中"の 有 り様 であ

った。 これは新たな状況 の違 う"交 通事故"が 多数発 生す る

ことによ りや っと新たな"交 通法規"が で きて くる という現象 に近 いものが あるが、 こ

と"景 観問題"に 至ってはさ らに複雑で あ り"後 手後手"に 回る という ことは避 け られ

な い運命 とさえいえる。
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日本 中どこへ行って も特徴のない環境 と景観

(東海道沿線)
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特 に行政 的目標 と現実 の市場経済のベク トル的交差の問題 について松原氏 は次のように

述べている。

(P210)よ り引用

高度成長 のもう一つの面は、富 を求 めて一大人 口移動が生 じたことで ある。人 口移動が

急であったため、住宅街 の景観 には時が熟するよ うな秩序が伴わなかった。電線類な ど

も架空を基本 として張 られて いった。 しか も周縁部 の郊外が外 にせ りだす とい う ドーナ

ツ化現象 が生 じたため、農村地帯は60年 代か ら急激 に郊外に吸収 されていった。 こう

して郊外 は膨張する経済活動 と景観秩序 を維持す る努 力とが衝突する前線 とな った。1

968年 の都市計画法改正では 「線 引き」がお こなわれたが、それは市街化 区域 内での

み開発 を認 め市街化調整 区域では認 めな いことによ り、無秩序 な市街化 を防止 しようと

した。 ところが市街化 区域内ではミニ開発が至 る ところで進め られ、道路 整備 も進まな

い うちに農地がば らば らに小規模 開発 されていった。 いわゆるスプロール化で ある。 し

か も市街化調整区域で は開発が規制 され るはず であった のに、市街化 区域 内の農地は予

想ほ ど、手放 されず住宅需要 を満 たすため大規模 開発が進め られた。 こうして 日本では

地域 の伝統や 自然を消 し去 るよ うな国土が形成 されて いった。つま り線 引きで は、有効

な景観維持 は実現 されなか ったのである。その上郊外では、幹線道路沿いを埋 め尽 くす

「ロー ドサイ ド商業」が花盛 りとなった。多 くはフランチ ャイズ ・チェー ンで あ り規格

化 された外観 を持つた め、 どこでも同じような景観 を作 り上げ、 日本を象徴す る景観 と

なった。

また東京工業大学教授 中村良夫氏はNHK人 間講座テキス ト 「風景 を愉 しむ 風景 を創

る」 の中で景観を基盤 とする生活文化の見直 しの重要性について こう述べて いる。

(P130)よ り引用

海外の戦略 としてハー ドな軍事力に対 し、 日本のお家系である経済な どのソフ トパ ワー

が挙 げ られ る。 ところが最近、時に軍事力を しの ぐ力として文化力が急浮上 しているよ

うだ。

経済的 ・政治的権益の拡大を 目指 した帝国主義や、あるいはイデオ ロギー対立 の冷戦時

代 は終わ った。それにかわ って、世界 中で 日常化 したテ ロに象徴 されるよ うに文化 と信

念 の入 り組 んだ怨念が最大 の脅威 とな った今 日、文化 の多様性 の尊重 と相互交流や連帯

こそ焦眉の急 となった。

文化 といえば、歌舞伎やお能 の様な伝統芸能や美術 、演劇 といったいわゆる芸術文化が

話題 となる ことが多い。確か に海外旅行 をする私達 は、その国の劇場や美術館へ真っ先

に足 を運ぶ かもしれない。だが、なんといって も、素晴 らしい芸術 を育 ててきたその国

の風土 、つ ま り都市や 国土 の風景、あるいは料理や マンションなど人々の 日々 のな りわ

い、つま り肌で感 じる生活文化 こそ もっとも訴える力の大きな文化力ではないだろ うか

。観光客数の動向はその文化力を正直 に反映していないか。一中略

今、私達 は、文化 として の都市や国土 の風景表現 について再考する時 を迎 えた。それは

国や都市の文化戦略の一環 を成す。
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茅ケ崎市北部地域の現在の景観

藤沢平塚線より富士山を望む

長久保の分岐点より西を望む

藤沢平塚線広町への分岐点

北方付近の空き地に散在するショベルカ

藤沢平塚線より北陵病院を望む

長久保の分岐点より東を望む

東方付近の作業管理所

東方付近の処理工場
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負の遺産の反省な ど一・般的問題点 として総括される ものとして次 の項 目があげ られる。

①グローバリズムによる固有文化の喪失

②経済効率、産業機能優先に基づく健全な文化、芸術の喪失

③マスメディアによる情報の偏重がもたらす個の価値の喪失

④様式の選択の混乱による町並み景観の不調和

本研究 の目的は"歴 史 的保全"や"伝 統 の維持"だ けに固執するものではないが少な く

とも画一的なグローバ リズムを鵜呑みにす るのではな く21世 紀を始点 とす る湘南地域 固有

の文化 を再確認、ないしは模索 し文化 と経済の両立す るバ ランスのよい未来像 を描 くこ

とにある。そ こでいよいよ文化戦略そのものの方向性 について論 じることにしよ う。

2.新 たな文化戦略の方向

かつて劣悪な大量生産 による製品 に危機 を感 じウィ リアム ・モー リスが提唱 し実践 した
"工 芸運動"の よ うに

、生活 をめ ぐる新 たな"ラ イ フスタイルのデザイ ン"が 求 め られてい

る ことは事実である。

しか し現代 においては同時にそれ以外 に多 くの問題が山積 してお り、再び同じような"生

活改善"の 運動だけを取 り入れればよい といったような単純な事態ではない。す なわち一・方

では製品 における"高 度 な規格化"や"ITテ クノロジー"の 浸透 といった いわ ゆる""高

度情報化社会のフレーム"か ら後戻 りする ことは不可能であり、また一方では逆 に"個 性化"

や"表 現の 自由"と いった"文 化 の多様性"に つ いて もその大きな枠組みか ら後退する こと

はあ りえない。

したがって、 これ らを総括す るな ら"高 度情報化社会のフレームを持った多様性 のある文

化戦略"と 締め くくる こともできる。

だが、そ のような概括的な結論 に至 る以前 にもう少 し"文 化戦略"の 様相 について注意深

く検討 して みよ う。

例えば"文 化の多様性"を 論 じるときに、実際にどのような傾向が選択 しうるのか といっ

た問題につ いて"建 築様式の多様性"を 例に考えてみる ことにする。

文化 と総合芸術の方向をさぐる

芸術全体 の方向や文化の行 き先 を予測する ことはそ うたやす いことではない。 しか しこれ

らに関す る研究はかねてか らそれぞれ の領域でかつ様々な方法でお こなわれている。

ここではいくつかの参考 になる領域の既説 を取 り上げることによってある程度確実で包括

的な仮説 を模索 したいと思 う。

最初 に取 り上げる資料 は若松久雄、植野糾、森徹共著 の 「新世紀末感覚101」(鹿 島出版

会)で ある。題 目の通 りこの 「新世紀末感覚101」 は指向性 を持 った101の トレン ド感覚が存

在する ことを示 している。全体 としては建築お よび環境デザイ ンの目指す トレン ドについて

述べた ものが多いが、結局の ところそれ は前述 した文学、絵画、デザイ ン等々とも深 くかか

わ ってお り互 いに感覚 として共有 され る方向性を持 っている場合が多い。
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茅ケ崎市北部地域の現在の景観(2)

広町西端より北部望む 行谷付近の一般的な住宅

行谷付近の一般的な住宅 行谷付近の廃棄物処理場

白久保付近よりカラスの林を望む

北方から長久保へ下る林道

北方 ・長久保間の農家

広町西北端より北西部望む
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新世紀末感覚101」では次の代表的な感覚群を掲げて現代の潮流を説明している。

祝 祭 感 覚

ア トリウム 、 エ ン ター テイ メ ン ト、世 界 劇 場 、博 覧 都市 、パ フ ォー マ ンス 、イ ンス タ レー

シ ョン、仮 設 、 ビル ボー ド、テ ン ト

悦 楽 感 覚

オ ペ ラテ ィー ク 、 ミー イズ ム 、ネ オ ・ア ー ル デ コ、エ クセル 、 ヴェルサイユ、放蕩 、耽美 、

バ ロック

異形 感 覚

フ ェイ ク、 キ ッチ ュ、エ スニ ック、 イエ ロー、縄 文 、 フィ ジカル 、 フ リー クス 、 ジャ ンク 、

ホ ラー

廃 墟 感覚

ル ー イ ンカ ル ト、 ノー マ ンズ ラ ン ド、 ネ オ ・フ ァッ シ ョ、 リー ピン グ、 エイ ズ 、パ ンク 、

タナ トス、 カ タ ス トロフ

地 球 感覚

アー コ ロ ジー 、パ ッ シブエ ナ ジー 、 ジオ グ ラフ ィ ッ ク、 オー バー ス ケ ール 、 ピ ラ ミ ッ ド、

バ ベ ル 、神 秘 主義 、 ラン ドアー ト

即 物 感覚

素材 表 現 、 シ ンプ リシテ ィ、 無 印 良品.チ ー プ シ ッ ク、 ライ ト、モ ノ ク ロー ム 、 コ ンテ ク

ス ト、 ク ラ フ トマ ンシ ップ

機 械 感覚

セ ンチ メ ンタル マ シ ン、イ ンバ ナ 、 ア ンダ ー ・コ ンス トラ クシ ョン、 ロシ ・コ ン、 ス トリ
ーム ライ ン、 メ タ リック、ハ イ テ ック、 メカ ニ ズム

宇 宙 感覚

ハ イ パ ー テ ッ ク、SFX、 浮 遊 、G、 球 、エ コス フェ ア、 ア ン ドロ ボ ッ ト、 イ ンテ リジ ェ

ン ト、 エ ン ク ロー ジ ャー

情 報 感覚

流 行 語 、 フ ァデ ィ ッ シュ 、 ヒー ロー 、 コ ンペ テ ィ シ ョ ン ・賞 、 ビエ ンナ ー レ ・展 、 ア ンカ
ーマ ン、 フ ィ クサ ー 、 ブ ラ ン ド

数 奇 感覚
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しかしなが ら、これ らの意味ある"多 様な展開"と は裏腹に現実にはむしろ"無 意識 の

不調和"や"様 式 における混乱"が 発生 していることも事実である。

独 自の様式を発見できない時に、伝統的様式 とそれ以外のもの との中間のスタイル をと

ることによる過渡的手法をとるとき"折 衷主義"と い う言葉はよく問題にされる。

特に現代の日本 の建築様式を語 るとき、それはおそらくどの地域においても全 く同 じ問

題を指摘することができるであろ う。それはもちろん"折 衷主義"だ けではなく前述 した
"無意味な不調和"や"様 式における混乱"が 明らかであるからだ

。

これ らの問題点を解決するときに、なぜ このよ うな状況になったのか とい う原因論を展

開す ることも意味がないわけではない。 しか しながらこれ らの混乱が発生 した主な理由と

して少なくとも"文 化におけるグローバ リズム"を 無視することはできないであろ う。実

際 日本が戦後の国際社会の中で 目指 したものは"西 洋民主主義への仲間入 り"そ のもので

あ り、一方では政治的外交的な"開 放姿勢"を 多く示 しなが らも他方では"西 洋型文化 レ

ベルへの同調と合体"を 指 し示す必要があったのである。むろん戦後のマスメディアの拡

大はラジオやテ レビそ して大量の印刷 メディアを通 して"西 洋文化、特にアメ リカ産文化
"の 大宣伝 と大衆洗脳 をもたらしたことは言 うまでもない

。

それは一方では"合 理主義、機能主義"に 基づ く産業の合理化 と大量生産による均一に

してかつ膨大な"グ ローバ リズム文化"を もたらした。

この状況は日本 にのみ特定され るものではないが建築における戦後の"機 能主義"は 確

実に日本そのものの文化の固有性を"グ レー一"一 色に塗 り変えて しまった。

その中で6C日 本の伝統様式"は もちろんのこと"地 域文化の特性"そ のものも不明瞭に

なってしまったといえるであろ う。これ らの問題それ 自体実に"文 化における今 日的危機
"と して重要な研究対象ではある

。 しかし今回の研究における本題 となるべ く密接 に関連

する部分か出発することが肝要であるように思われ る所以にこの点に関 してはあま り深入

りした考察をす ることを避けたい。

本研究は"い かにして21世 紀の 日本文化を取 り戻し、地域 における特有な将来像 として

の文化再生が可能かを模索することにある。 これ らの様々な表現スタイルにはすべて主

張 し得 る"創 造哲学"の 裏付けがあり、同時にそれに対応す る"美 学"と"美 観'が ある

。多 くの人間がある種の愛着をもってこれ らの うちの特定のスタイル に固執す ることにな

る。 しか しまた同時に多 くの人間が"同 じスタイル"に 飽きを感 じ、やがては"別 のスタ

イル"へ と興味を移行 させてい くのである。 マーケッティングの世界で言 うところの"

シーズ"や"ニ ーズ"の 変動 と言 うこともできる。極端に言 うなら経済的視点か ら言 うと

ころの"商 品的価値"の 一形態 とみなす こともできる。事実"製 品開発"や"不 動産開発
"に おける魅力作 りの原点として数多 くのプランナー とデザイナーたちが"新 たな創造哲

学"を 求めて死活 の努力を続 けているのはそのためである。

したがってこの問題は単に"純 粋哲学"か らのみ論ずることはできずいわば"経 済哲学
"や"社 会心理学"の 領域 に踏み込むことも必要 となって くる実に複合的な課題なのであ

る。添付資料"デ ザイン学の体系と周辺学問領域 との関連"は 筆者が作成 したものである

が三角構造の基本的フレームはバウハ ウスの哲学や川添登氏のデザイン構造の考え方をべ

._..スにしている。実際マーケティング ・プランナーやアー トディレクターの多くがこの複

合的な課題 に正面から取 り組んでいることも事実である。ゆえに"地 域 の文化戦略"に 取

り組む とい うことはそれ以上の多元的な課題であることを理解 しなければならない。
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Ill添登氏の三角構造 を基磐 として デザイン学の体系と周辺学問領域 との関連(試 案)

(この体系の中 には学 名だけ でなく研究 テーマ ・著書 名・・実体名等が含まれています。)

plannedbyT.TAKADA
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3.実 際的問題 と市民の要望
次に市民による様々の要望 を列記する。

(市民および学生からのランダム ・アンケートより、2002.10)

緑に包まれた 自然は後世にも残 したい。

公害発生型の大 きな工場をこの地域に置きた くない。

これ以上、不要 に交通量を増や した くな い。

大都市のための廃棄物処理やゴミ処理場 にした くない。

北部の田園風 の景観は大切 にした い。

旧建築 と新建築 との混在による不調和を解決 したい。

富士山の見える景観を美 しく保 ちた い。

架空の電線や電話回線な どの見苦 しさ解決 したい。

道路における交通渋滞や安全性の問題を解決 したい。

北部 と中部および海岸部の間の交通 の便 を改善 してほしい。

寒川、藤沢問の交通渋滞 を解決 して ほしい。

茅ケ崎駅周辺の交通渋滞 と過密化 を解決 してほ しい。

車社会 に見合 った、駐車場完備の市民施設 を作ってほ しい。

高齢者や子供たちが安全 に暮 らせ る地域環境が欲 しい。

患者が必要とする適切な医療施設 どこにあるのか、情報 を整理 して ほしい。

園芸 ・農産物 に付加価値が生まれるような地域特有の売 りが欲 しい。

これらの環境の維持や環境改善に対する要望に対して一方では二律背反ともいえる要望が出ている。

それを次に列記したい。
"ロ ー ドサイ ド商業"に 依存 しな くても済 む商業的活性化を図るにはどうしたらよいか。

同 じ"ロ ー ドサイ ド商業"で あって も他地域 と違 う独 自性を出す にはどうした らよいか。

地域負荷の大 きい工場生産や大規模化経営 といった方向でない事業での活性化はないか。

市民の文化 レベルや生活 レベルを向上す ることにつながる経済活動を育ててほしい。

現在の 自然環境や地域の景観を維持 したまま継続で きる事業はないか。

東京や横浜のベッ ドタウン=ゴ ース トタウンのイメージは払 しょくしたい。

周辺地域か らも関心を持たれるような文化的価値を持つ事業が望 ましい。

伝統や地域特性 を生かせるような文化的活動が経済活動に結びつ けばよい。

国際的な視点か ら見ても魅力があるよ うな観光資源 を発掘 してほしい。

市民が参加できる"生 きがいのあるエ ンターテイ ンメン ト"を 広めてほしい。

市 として魅力ある一貫性のあるまちの景観やスタイル を作 ってほしい。

東京や横浜な どの大都市 に依存 しな くて もよい"文 化拠点"を 作 ってほしい。

グローバル化 とは別の地域独 自の"文 化スタイル"を 奨励 してほ しい。

もう一度"地 域の伝統や庶民気質"の 再発掘や奨励を してほしい。

西洋文化一辺倒でない独 自な文化 の再生を してほしい。

日本 中どこにで も同じような街の顔なので、茅ケ崎の顔 を作 ってほしい。

ヨーロッパ旅行を して感動す るよ うな"地 域の味わ い"が 茅ケ崎にもあるのか疑問。

地域 、郷土 の魅力を堂々と外国の人にも語れ るような地域カラーが欲 しい。
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4.メ デ ィア 文化 と メデ ィア産 業 の 拠 点 づ く り

これまでの考察を総合的に満足 しうる新たな文化戦略 とは何か、それ こそが促進するべ

き研究テーマであるわけだがあえてこζで結論を言 うならば"メ ディア文化 とメディア産

業の拠点づ くり"と い う形になるのではないか?そ してその内容は次のようである。

①映画制作を中心に演劇、文学、絵画、デザイ ン、音楽、建築、環境デザイン等の総合的

文化戦略を展開することである。

②ITコ ンサルティング事業をコアにIT.メ ディア関連企業支援活動の拠点を作 る。

③メデ ィア関連および総合文化 を再生す る研究機 関(大 学、研究所)等 の リンクする充実

拠点に。

そ こで、次 の よ うな メデ ィア ・ポ リス を仮説 として シ ミュ レー トしてみ た。

文化地域化構想 《メデ ィア ・ポ リス茅 ヶ崎》
メ デ ィ ア ・ポ リ ス 構 想 を 視 座 と す る 地 域 計 画 の 仮 説

メ デ ィ ア ・ポ リ ス 、 プ ロ ジ ェ ク ト計 画 の 項 目(施 設 計 画 を 含 む)

Project-1

未 来 メ デ ィ ア ・ラ ボ ラ ト リ 《FutureMediaLabo》

Project=2

メ デ ィ ァ 展 示 館 《FutureMediaPresentationSPace》

Project-3

国 際 メ デ ィ ァ 会 議 場:コ ン グ レ ス ・ホ ー ル 《FutureMediaHa11》

Project-4

メ デ ィ ァ 歴 史 館 《MediaMuseum》

Project-5

メ デ ィ ァ 実 験 文 化 村 《VillageofFutureMediaCulture》

Project-6

メ デ ィ ア ・ク リ エ ー シ ョ ン 《MediaCreation&Entertainmant》

Project-7

国 際 ゲ ス トハ ウ ス 《FutureMediaGuesthouse》
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国 際 メデ ィ ア会 議 場:コ ング レス ・ホ ール 《FutureMediaHal1》
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各試案の内容

【Pr(eject-1】

メ デ ィ ア 構 想 ラ ボ ラ ト リ 《FutureMediaLabo》

このプロジェク トにおいては、未来社会学者(例 としてアルビン ・トフラー氏)等 を顧 問

に招 くと共に、一領域 に限定することな く、地球環境学、人類学、経済学、都市工学、産

業心理学、教育 ・芸術学等、多分野か らの主要客員 メンバーを迎え入れることによって2

1世 紀 と未来社会 の構想を明確化 していきます。"メ ディア未来社会構想1'とい う目標設

定 こそアメ リカのMITを 超える積極的な集積力の動機づけとなるはずです。

施設内容

① 未来構 想研究棟:フ ユーチュア ・ラボ

メディア未来社会構想のシミュ レーシ ョン研究

② 未 来 技術 研 究棟:a)ヒ ュー マ ン&AI・ ラボ

b)イ ンター メデ ィア ・ラボ

c)ソ フ トサ イ エ ンス ・ラボ

d)マ ルチ テ ク ノ ロジー ・ラボ

e)ラ イ ト&ア ー ト ・ラボ

③ 未来交 流館 《FutureExchangeHall》

未 来 を語 る技術 者 、研 究 者 の交 流

【Pr(eject-2】

メデ ィア 展示 館 《FutureMediaPresentationSpace》

来 るべき未来社会 にた いす る懸念、あるいはそれ を解決するための技術 、そ して創造

性に富む"未 来への夢"、 研究者、技術者、デザイナーいずれ にして もその構想 を 自己内

部で深化 させ るだけで は何 らの社会貢献 にもな りませ ん。 メディア展示館 は様 々な立場

の人達が参加 でき、それぞれの未来構想 を主張 し、具体的なイメー ジとして世界 に向け

て展示発表できる場です。

① 三次元 映像ホール

② シミュ レー ション ・ホール

③ 特別展示室 ・スタジオ

④WEB参 加ルーム
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メディア展示館 ((FutureMediaPresenta
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【Project-3】

国際 メデ ィア会 議 場:コ ング レス ・ホ ール 《FutureMediaHall》

これか らの地球環境や未来予測は国内だけの問題 として解決する ことは不可能 とさえい

えます。未来社会は特 に国際的な相互関連 によっては じめて成立す るものであ りすべて

の国 との連携や共同研究が不可欠です。 最新 の科学的情報の交換や未来 メディア ・ヴ

ィジ ョンの 自由で積極的な交流の場が必要です。

① コング レス ・ホール(大 ホール)

② ミーティング ・ルーム(小 ホVル)

③ メディアライブラり ・ルーム(資 料室)

④ フリーダム ・ガVデ ン(散 策庭園)

【Project-4】

メデ ィア歴 史館 《MediaMuseum》

アメ リカのスミソニ アン博物館はその収集範 囲の広 さで有名ですが、基本的には"過

去のモノの博物館'と 言 うことができます。 このプロジェク トにおける"メ ディア歴史館
"は

、過去 の情報技術 に関す ることだけではな く"実 際には実現 されなか った構想や発想
1'まで も展示 します

。言い換えるな らソフ ト ・ミュー ジアムなのです。

従って一例 を挙げるとSFの 世界や 日本神話、童話 の世界にまでその幅を広 げること

ができるのです。また"形 冒として残っていないもので も推測され る過去の ことや未来 の

ことまで映像や模型を通 して具体化 させるのです。演劇、音楽、祭 りといった今 まで に

博物館 の対象 とな らなか ったものを積極 的にとりあげます。 構想力や創造力の可能性

の場を次世代 に与える ことこそ今必要な ことだか らなのです。

①ハイ ビジョン ・ホ〒ル(情 報の歴史)

②三次元 ・VR・ ホール(情 報VR体 験)

③ メデ ィア ・ジョイン ト・ホール(情 報の実体験 と交流)

【Project-5】

メ デ ィ ァ 実 験 文 化 村 《VillageofFutureMediaCulture》

目的とする未来社会は理想論や設計図だけでは実現できません。仮説に基づきなが ら

も住空間の中に積極的に身を投 じて実体験する中か ら本当の改良や未来構想が生まれ確

立していくものなのです。

私達が現在生活しているこの地域、また都市空間も、長い歴史の知恵の蓄積による便

利さの恩恵を受けていることは事実ですが、所詮人間の能力の範囲で人為的に創作され

たモノなのです。意識するとしないとに関わ らず、私達はこの生存技術を次世代に継承

していくわけですが、21世 紀の新しい出発に無点検、無意識、無責任な継承を一度 し

っか りと見直さなければな りません。それは従来のような、各専門領域に任せ られた細

分化された点検だけであってはならないのです。このメディア実験文化村においてこそ

総合的な再点検を重ねることが可能であり、より安全で夢と調和のある未来社会を早く

実現できるのです。114



国 際ゲ ス トハ ウス 《FutureMediaGuesthouse》 上 、 とメデ ィア実 験 工房 下
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① メディア実験工房(芸 術工房、技術工房の密接なジョイ ン ト)

② アクション ・ワール ド(生 活 ・文化 にお ける行動、、習慣等の実験)

③ネイティブ ・ワール ド(人 類 の原始 に立ち戻ってすべての ことを再考する。)

④ フィクシ ョン ・ワール ド(架 空の世界を想定 してすべての ことを再考する。)

⑤ フユーチュア ・ワール ド(人 類の未来社会 を設定 しすべてのことを再考す る。)

【Project-6】

メ デ ィ ア ・コニデ ュ テ イ メ ン ト空 間 《MediaEducation&Entertainmant》

EducationとEntertainmant、 言 いかえるな ら 「教育」 と 「娯 楽」 を合わせ もつ形態

のことを 「エデ ュテイメン ト」 と呼び、最近その両機能 を備えたコ ンテンツに期待 が集

まっています。

本来研究 とは"研 究 のための研究"に 終わ ることな く実社会の活性化 に結びつ く必要

が あります。 現在わかって いる限 りにお いて も、"未 来社会"で は限 りな く"学 問"

と"遊 戯"が 接近 し、"夢"と"現 実"も 限 りなく接近するのです。"過 去"と"現 在"、

そして"未 来"ま でも限 りなく接近 します。"始 まり"と"終 わ り"も 接近 してきます。

それは時 として時間の短縮 となって我 々の生活様式 に変化 を与 えます。
"東 洋 の果ての 日本"も"西 洋の果 てのアメ リカ"も 時 間の"過 去"と"未 来"も 超越

し、太平洋を渡 って文化が合流 し、そ こか らは全 く想像 もしなかったよ うな"未 来空間"

[FutureZone]が 誕生するのです。

(Project-7]

国 際 ゲ ス トハ ウ ス 《FutureMediaGuesthouse》

前述の"メ ディア構想 ラボラ トリ"《FutureMediaLabo》 や"国 際 メデ ィア会議場"

《FutureMediaHal1》 のイベン トに参加 した世界各国の研究者、技術者が本 当に中味の

ある充実 した成果 をあげるためには、彼 らが必要 とす る一定期間の滞在が必要 とな りま

す。そのための快適な宿泊施設 とサー ビス施設 を この"国 際ゲス トハ ウス"に 完備す る

必要があります。

①宿泊施設 《FutureGuests》

② レジャー、休養施設 《FutureRest》
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5溢 勢 務 拶 グ .イベントの計画例

今、CG技 術 は映画、アニメ表現において主役的存在であると言 って も過言で はない。

新 しい分野で あるだけに種々の分野 の技法や方法論が交錯 し一見無秩序 にさえ受 け とめ

られがちだがきちん と系統化する ことによって、む しろ従来 の表現技術や方法論を求心

的に集約す る ことのできる稀少な領域であるとさえ言える。 以上の点か らCG映 像技術

をベースにマルチ ・メデ ィアの ノウハ ウやその制作技術をコーデ ィネー トのコア技術 と

しさらにその ソフ トをDVDメ ディアに集約する。映像教育 はもちろんの こと義務教育

や高等教育へ の利用や発展 を考え る。今後特 に中小企業 をめ ぐる重要な課題 はいかにし

て大企業 に劣 らない 「デザ インセ ンス」、 「ニュー メディア」、 「開発アイデア」を迅速に獲

得、実行 していくかに関わって いる。ことに中小企業は市場にお ける空 白域 をめざして新

たな経営努力 をする ことこそ必要。現在市場 を独 占中のゲームソフ トに対 して、む しろ

それ によってできあが ったイ ンフラ、言 い換えるな ら「ゲーム ・プラッ トフォーム」を逆

に活用する という活路がある。 そ のプ ラッ トフォーム上 に健全な教育 メディアを興隆さ

せては どうか、 とい う教育環境 の再生、社会 の健全化促進 とい う一挙両得の目標が可能

である。

メデ ィア ・コ ンサルティ ングの事業計画 に関し、様 々な案があるが、 中長期計画 をも視

野 にいれ、効果的につなげる ことので きる初年度計画が必要 になって くる。

例えば次のようなイベ ン ト具体案 を提示す る。

イ ベ ン ト組 織 名

《メデ ィア コ ンタ ク ト21》MediaContact21仮 名

意 味 一 メデ ィア とあな た との新 た な る 出会 い

1。 上半期 イベ ン ト・テーマ(各 月1回 、上半期6回)

「ゲーム ・プラッ トフォーム21世 紀の変貌」

サ ブタイ トル ー"教 育 はメディア ・プラッ トフォームを活かせるか"一

内容 一 教育等、潜在的メディア リー ダー とゲーム業界を主 とする現 デジタル ・メデ

ィア系企業 とのコーデ ィネー ション

H.下 半期 テーマ(各 月1回 、下半期6回)

「メディア ・セキュ リティ21世 紀への備え」

サ ブタイ トル

ー"イ ンターネ ッ ト・テロへの備 え?メ ディア ・ガー ド社会 の到来 だ!"一

内容 一 デ ジタルが人間社会 を守る時代が到来 した。同時にデ ジタル ・メデ ィアその

ものを守 る ことが人間社会存続の必要条件 となる。
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メンバ ー制 フオー ラ厶:継 続 型 イベ ン ト

イベ ン トの主 旨(主 に上 半期 を中心に)

20世 紀 を飾 るデ ジ タル ・メデ ィア にお け る主流 が コン ピュー タであ る ことに異論 を

は さむ 人はい ない だ ろ う。

しか し、携 帯電話等 に代表 され る よ うに一方で20世 紀型 プ ラ ッ トフォー ムの ダ ウン

サイ ジ ングがは じまって い る。少 な く ともメイ ンフ レー ムを母 体 に した大型 イベ ン トや

フォー ラム が ここ数年 間 で縮 小 の一歩 をた どって い るこ とは事実で あ る。 ここで もハ ー

ド優先 思考 、ハ ー ド優 先型 イベ ン トの敗北 は明 らかにな りつ つあ る。

確 かにPCの メイ ン ・ス トリー ムは確 固た るもの と して拡 大 した。

しか し、 ゲーム のプ ラ ッ トフォームや携 帯電話等 、家電化 への変貌 を遂 げた小型パ ソ

コンは これ まで とは異 なるユーザ ー、市場 を獲得 しつつ あ る。

このメ ンバ ー制 フォー ラムの 目的は決 して個々 のメーカー 間の"優 劣"を 討 議 の 中心

にす るこ とではな い。

21世 紀社会 にお ける人 間の あるべ き姿 を模 索す るな かで、参加す るハー ド ・メーカ

ー 、 ソフ ト ・メー カー に"未 来哲学"を 語 ってい ただ く。

同時にそれ は各社 が 自らの"企 業哲 学"に 賛 同す る"仲 間 を獲得す る場"と 化す わ け

で あ る。

さらに、最 も重要 なの は この場 がま さに"メ デ ィア ・プ ラッ トフォー ム"と"教 育"

との出会い に象 徴 され るよ うに、 ま さに 『パ ラダイ ム ・コーデ ィネー ト』 の場で あ る と

い う歴 史的 シーズ に起点 が ある とい う点 であ る。 これ によって教育界 もメデ ィア ・業界

も啓発 されお おい に変貌す るこ とが期 待 され る。

尚、下半期 テ ーマ は 「メデ ィア ・セ キ ュ リテ ィ」 を と りあげ、サイバ ーテ ロに

対す るセ キュ リテ ィ、倫理 問題 、著 作権 問題 、 メデ ィア の教 育へ の影 響等 プ ラス 、マイ

ナ ス両面の対策 も考 えて い く。

む ろんベ ンチ ャー をは じめ、個人 の ソフ ト開発者 、研究者 、独立希 望者等 の参加 も可

能 とす るメンバー制:継 続型 イベ ン トで あ り、原則 的 にはす べて のジ ャンル 、すべ て の

メンバ ーが発 表の機 会 と新 たな る出会い も与 え られ る仕組 み を準備す る。

その理 由は、い ままで の あ らゆ るイベ ン トがオ ピニオ ン ・リー ダ`.か らの一方 的 なメ

ッセ ージ を聞 くだ けの受 け身型イベ ン トであ り、 そ こには トフラー流 の"プ ロシューマ
"(

producer-consumerを 短 絡 した造語)の 意 識 は活 か され てい なかった。 スペ シャ リス

トだけが もの を造 り、市場 を一方 的 にデザ イ ンす る時代 だったか らで ある。

いみ じくも、デ ジ タル ・ハ リウッ ド杉 山知 之校長 が最近指 摘す る よ うに21世 紀 はデ

ジタル ・メデ ィア に よる海 面上昇 が あ らゆ る領 域 に及 び 、プ ロパ`.な 牙城 で さえ 自ず と

開城せ られ る時代 に突入 してい るので ある。

20世 紀型"蓄 積 エネル ギー"を 健 全 な意 味で21世 紀型"創 造 エネル ギー"に 変換

す る ことの でき る 「開放 の場」 を市民 にも提 供す る こ とは、それ 自体が ビジネ ス ・チ ャ

ンスの可能性 で もあ る。

118



6.ま と め

全体テーマに対 しては当初かな り楽観的 に考 えて いたが、実際 にハー ドとソフ トの両面

か ら具体 的な展望 を見 いだそ うとすると、 とて も筆者一人では解決 ので きないボ リュー

ムで ある ことに改めて思い知 らされた。 しか し本 シミュ レー ションはたとえ一部の"仮

説"に 過ぎないか もしれないが このよ うな 自由な"構 想"を 多数の研究者や市民が次々

に提案す ること自体が大切なのではないか と考える。

先週NHK、BS1の 公開パネルディスカッション(セ ッション 「El本経済の青写真)か ら
"根 本的な社会 システムの変化 を")の 中で 日産社長のカルロス ・ゴーン氏が 日本 に今

足 りないものとして 『ビジ ョンと展望』 を挙 げていたことが印象深い。

日本は(1)コ ピー能力(2)製 造能力は高いと言われる。 しか しボ トムアップはできるが、 ト

ップイメー ジを産 み出せ る人がいない。そ してキ ャラクターや トー タルプ ランの出来 る

人が少ない。

だか ら日本 にはイマジネー シ ョンを産み 出す産業が少ない。そのためには単なる知識 の

詰め込みや、決 ま りきった解法 に基づ いた固定 したパター ンの人間だけではな く新たな

創造的イメージを産み出せる能力を身につけた人材を育成する教育が必要で あると思 う。

ボ トムアップも大切だがク リエイティブ戦略、イメージ戦略、ブランド戦略、マーケテ

ィング戦略 の両方が出来る人を育てるべ きである。 もちろん大学 も 「文化創造」ので き

る人材育成を目指すべきであると思 う。

本研究の進行 はテーマ を提 出 してやっ と一年を経過 した ところで ある。今後 さらにそれ

ぞれ の具体 的なシミュ レーシ ョンや方法論の掘 り下 げを行 って いきたい と思 う。なお 引

用 した文書 に関 してはすべて本文 中に付記 して ある。
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